
飛込競技学校別得点表
男子の部

No 都道府県 学校名 飛板飛込 高飛込 合計 順位

1 岩手県 岩手県立盛岡商業高等学校 2 2 9
2 宮城県 宮城県泉高等学校
3 秋田県 秋田県立秋田高等学校
4 山形県 山形県立米沢東高等学校 4 4 7
5 茨城県 茨城県立土浦第二高等学校 3 3 6 4
6 茨城県 常総学院高等学校
7 群馬県 前橋育英高等学校
8 群馬県 伊勢崎市立四ツ葉学園中等教育学校
9 埼玉県 埼玉県立浦和高等学校
10 千葉県 東海大学付属浦安高等学校
11 東京都 青山学院高等部 4 4 6
12 東京都 日出高等学校 1 1 11
13 東京都 学習院高等科
14 東京都 帝京高等学校 7 12 19 1
15 石川県 小松市立高等学校 8 6 14 3
16 石川県 小松大谷高等学校 5 5 5
17 静岡県 日本大学三島高等学校
18 静岡県 静岡県立富士東高等学校
19 静岡県 静岡県立静岡東高等学校
20 静岡県 城南静岡高等学校
21 静岡県 静岡県立浜松西高等学校
22 静岡県 静岡県立新居高等学校
23 愛知県 名古屋国際高等学校
24 京都府 京都外大西高等学校
25 京都府 京都府立鳥羽高等学校
26 大阪府 桃山学院高等学校 6 8 14 2
27 島根県 松徳学院高等学校 1 1 10
28 広島県 広島県立福山葦陽高等学校
29 福岡県 筑紫台高等学校 2 2 8
30 佐賀県 佐賀県立致遠館高等学校

・ 各種目ごとに１位８点，２位７点，・・・・８位１点とし、得点の最も多い学校を優勝校とする。
・ 総合得点が、同じ場合は、次の順序に従って順位を決定する。

　　①入賞者の多い学校
　　②１位の数
　　③2位の数（以下、８位までこれにならう）
　　④当該入賞者の得点の平均点が高い学校
　　　　（平均点は小数第３位を四捨五入し、小数第２位まで算出する）
　　⑤当該入賞者の得点の内で、１種目について最も高い数値を得た者が所属する学校
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2位3位は、④当該入賞者の得点の平均点が高い学校による。

8位9位は、④当該入賞者の得点の平均点が高い学校による。
6位7位は、④当該入賞者の得点の平均点が高い学校による。

10位11位は、④当該入賞者の得点の平均点が高い学校による。



飛込競技学校別得点表
女子の部

No 都道府県 学校名 飛板飛込 高飛込 合計 順位

1 山形県   山形県立米沢工業高等学校
2 福島県 福島県立葵高等学校
3 福島県 　福島県立会津工業高等学校
4 茨城県 　茗溪学園高等学校
5 東京都 日出高等学校 4 1 5 5
6 東京都 東京学芸大学附属国際中等教育学校

7 神奈川県 上溝南高等学校
8 富山県 富山国際大学付属高等学校 3 3 8
9 石川県 小松市立高等学校

10 石川県 金沢高等学校
11 石川県 小松大谷高等学校
12 愛知県 愛知工業大学名電高等学校
13 滋賀県 滋賀県立彦根翔陽高等学校
14 京都府 　立命館高等学校 1 1 9
15 兵庫県 兵庫県立宝塚北高等学校
16 兵庫県 甲子園学院高等学校 7 14 21 1
17 奈良県 天理高等学校
18 和歌山県 　和歌山県立和歌山北高等学校
19 鳥取県 鳥取県立米子南高等学校 8 7 15 2
20 岡山県 　創志学園高等学校 6 6 4
21 広島県 広島県立福山誠之館高等学校
22 広島県 広島県立福山葦陽高等学校
23 広島県 　広島県立神辺高等学校
24 広島県 　福山市立福山高等学校 3 2 5 6
25 香川県 香川県立高松工芸高等学校
26 高知県 　土佐女子高等学校 7 5 12 3
27 福岡県 福岡県立香住丘高等学校
28 大分県 大分県立別府翔青高等学校 4 4 7

5位6位は、③2位の数（以下、８位までこれにならう）による。

・ 各種目ごとに１位８点，２位７点，・・・・８位１点とし、得点の最も多い学校を優勝校とする。
・ 総合得点が、同じ場合は、次の順序に従って順位を決定する。
　　①入賞者の多い学校
　　②１位の数
　　③2位の数（以下、８位までこれにならう）
　　④当該入賞者の得点の平均点が高い学校
　　　　（平均点は小数第３位を四捨五入し、小数第２位まで算出する）
　　⑤当該入賞者の得点の内で、１種目について最も高い数値を得た者が所属する学校
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